
の
戦
死
者
は
実
に
三
万
人
と
な
る
。

昭
和
十
九
年
七
月
五
日
午
後
一
時
、
市
川
市
国
府
台
陸
軍
病
院
着
。
五
日
の
日
、
母

と
親
戚
一
同
と
召
集
地
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
非
常
に
天
気
の
良
い
暑
い
日
だ
っ
た
。
国

府
台
陸
軍
病
院
で
比
島
派
遣
第
一

0
五
師
国
防
疫
給
水
部
を
編
成
完
結
し
た
。
将
兵
一

八
一
名
の
人
間
が
全
国
各
地
か
ら
応
召
を
受
け
て
新
設
さ
れ
た
と
あ
る
。
隊
長
は
す
で

に
現
地
比
島
に
於
て
任
命
さ
れ
て
居
り
、
行
先
は
将
校
達
に
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、

下
層
の
兵
達
に
は
皆
目
解
ら
ぬ
秘
密
事
項
で
あ
っ
た
。
だ
が
お
よ
そ
そ
の
見
当
は
南
方

の
比
島
で
あ
る
と
、
あ
た
え
ら
れ
た
衣
服
や
噂
話
等
か
ら
段
々
と
解
っ
て
き
た
。
国
府

台
は
市
川
市
の
西
を
流
れ
る
江
戸
川
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
高
さ
二
十
米
位
の
台
地
で

古
墳
、
貝
塚
等
多
く
そ
の
昔
国
府
、
国
分
寺
が
置
か
れ
た
古
代
房
総
の
要
所
で
し
た
。

中
世
で
は
里
見
氏
と
北
条
氏
の
古
戦
場
で
あ
り
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
野
戦
重
砲
連

隊
、
陸
軍
病
院
等
が
置
か
れ
た
。
現
在
で
は
我
々
の
起
居
し
た
兵
営
の
跡
は
市
の
野
球

場
に
な
っ
て
い
る
。
我
等
が
国
府
台
陸
軍
病
院
に
召
集
を
受
け
な
が
ら
徒
に
時
日
を
費

や
し
て
い
る
間
に
時
局
は
正
に
内
外
と
も
重
大
な
破
局
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
テ
ニ

ヤ
ン
島
は
角
田
覚
治
海
軍
中
将
以
下
陸
海
併
せ
九
、
一
六
二
人
の
守
備
隊
の
奮
戦
空
し

く
、
八
月
三
日
米
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
続
い
て
八
月
十
一
日
に
は
グ
ア
ム
島
が
小
畑
英

良
陸
軍
中
将
以
下
陸
海
併
せ
一
八
、
―
二
三
人
の
玉
砕
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
両
島

召
集
令
状

任

地

ル

ソ

ン

島

ヘ

に
部
厚
い
鳶
を
敷
き
、

国
府
台
陸
軍
病
院
に
待
機
す
る
こ
と
五
十
八
日
、
防
給
部
隊
も
「
捷
一
号
作
戦
」
の

一
端
を
担
っ
て
南
方
進
出
に
行
動
を
起
し
昭
和
十
九
年
九
月
一
日
国
府
台
出
発
。
小
野

中
尉
の
指
揮
す
る
百
七
十
余
名
吾
等
出
征
兵
士
は
重
い
背
嚢
を
背
に
市
川
駅
に
向
か
う
。

当
時
駅
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
と
黒
煙
で
汚
れ
た
明
治
の
遺
物
の
様
な
駅
舎
。
砂
利
が
敷
き

詰
め
ら
れ
た
駅
前
広
場
に
流
れ
る
汗
を
拭
き
な
が
ら
将
棋
倒
し
の
様
に
し
て
尻
を
つ
い

て
休
息
し
た
。
金
曜
日
の
午
后
で
あ
っ
た
。
軍
用
列
車
は
市
川
駅
よ
り
品
川
駅
の
貨
物

線
に
入
り
東
京
を
発
つ
。
国
府
津
駅
停
車
場
司
令
で
大
休
止
し
た
の
で
、
列
車
か
ら
下

り
て
散
歩
し
た
。
ど
う
や
っ
で
連
絡
し
た
の
か
家
族
と
面
会
し
て
い
た
者
も
あ
っ
た
。

列
車
は
軍
用
の
た
め
大
き
な
駅
も
必
要
な
し
、
ど
ん
ど
ん
通
過
又
定
期
列
車
を
や
り
過

す
為
に
待
停
車
を
し
た
の
で
、
九
州
門
司
港
に
着
い
た
の
が
三
日
の
朝
で
あ
っ
た
。
関

門
海
底
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
五
日
ま
ず
下
り
線
が
開
通
し
た
。
十
九
年

八
月
八
日
に
は
上
り
線
が
開
通
し
た
の
で
、
当
時
の
門
司
港
に
は
南
方
向
け
の
輸
送
船

が
港
外
ま
で
停
泊
し
、
大
岸
壁
に
は
数
多
く
の
船
舶
が
接
岸
し
て
慌
た
だ
し
い
中
に
も

日
本
の
国
の
力
が
窺
れ
た
。
波
止
場
に
は
軍
用
品
軍
需
品
が
山
と
積
ま
れ
、
兵
隊
軍
馬

が
往
来
し
て
居
た
吾
々
防
給
隊
は
其
の
日
は
大
き
な
倉
庫
の
中
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上

一
夜
を
明
か
し
た
。
次
の
日
昭
和
十
九
年
九
月
四
日
月
曜
日
。

部
隊
備
品
、
薬
剤
、
兵
器
、
給
与
品
等
の
梱
包
の
積
込
作
業
が
始
ま
っ
た
。
此
の
船
が

比
島
の
北
シ
ャ
ン
フ
エ
ル
ラ
ン
ド
ま
で
の

1
ヶ
月
厄
介
に
な
っ
た
帝
楓
丸
で
あ
っ
た
。

中

野

正

久

（
習
志
野
台
•
7
2歳
）
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帝
楓
丸
明
細

船
で
し
た
。

れ
て
夕
方
六
連
島
を
出
航
す
。
あ
あ
堂
々
の
輸
送
船
さ
あ
ら
ば
故
国
よ
栄
い
あ
れ

青
春
を
乗
せ
て

玄
海
灘
か
ら
対
馬
海
峡
は
夜
中
に
通
航
し
て
、
次
の
十
日
朝
に
は
朝
鮮
海
峡
に
出
て

船
団
は
三
列
従
列
に
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
、
広
い
海
原
を
圧
し
て
進
航
し
て
い
た
。

吾
帝
楓
丸
は
右
側
従
列
の
中
間
位
置
し
、
中
列
の
三
番
船
に
進
行
し
て
い
た
千
早
丸
が
、

潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
真
面
に
喰
っ
て
轟
沈
で
あ
る
。
此
の
時
帝
楓
丸
船
上
で
は
将
兵

の
殆
ん
ど
が
甲
板
上
に
出
て
居
た
。
甲
板
下
の
船
室
は
狭
く
て
暑
い
の
で
、
甲
板
は
太

陽
下
で
も
風
が
吹
い
て
多
少
な
り
涼
し
か
っ
た
の
で
、
立
錐
の
余
地
な
く
場
所
を
確
保

す
る
だ
け
が
勢
一
杯
の
情
況
で
あ
っ
た
。

突
然
帝
楓
丸
が
激
震
し
た
。
騒
然
と
な
っ
て
一
勢
に
兵
隊
達
が
立
上
っ
た
。
左
側
斜

方
一
隻
の
船
が
真
逆
立
に
船
体
の
半
分
は
す
で
に
水
中
に
没
し
て
、
半
体
が
水
面
に
直

い
た
済
州
島
沖
ま
で
至
ら
ぬ
海
域
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
た
。

い
ま
や
帝
楓
丸
は
故
国
を
後
に
す
る

口
同
音
に
誰
か
ら
と
も
な
く
湧
上
る
歌
声
万
歳
諸
々
の
感
情
と
果
し
な
い
秘
め
た
る 異

比
の
船
は
諸
戦
の
時
フ
ラ
ン
ス
か
ら
拿
捕
し
た
も
の
で
、
元
の
名
を
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル

丸
と
云
い
一
九
一
七
年
製
（
大
正
六
年
）
の
船
足
の
遅
い
帝
国
船
舶
所
属
の
ボ
ロ
貨
物

九
月
五
日
（
火
）
帝
楓
丸
乗
船
完
全
武
装
も
凛
々
し
く
、
百
八
十
名
の
将
兵
は
舷
側

に
吊
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
梯
子
を
這
上
っ
た
。
将
校
見
習
志
官
は
階
段
を
登
っ
た
が
兵
の
中

に
は
こ
の
梯
子
を
ど
う
し
て
も
登
れ
な
い
者
も
居
た
。
他
の
部
隊
も
同
様
で
あ
る
。
タ

刻
岸
壁
を
帝
楓
丸
は
離
れ
る
。
関
門
海
峡
の
潮
の
流
れ
は
川
の
様
に
速
く
之
が
海
か
と

疑
う
。
此
の
儘
内
地
を
出
征
す
る
の
か
と
思
っ
た
ら
案
に
相
違
し
て
、
帝
楓
丸
は
、
と

あ
る
島
影
で
錨
を
下
し
た
。
船
員
に
で
も
訊
い
た
か
誰
か
が
六
連
島
だ
と
言
っ
た
。
此

所
で
船
団
の
編
成
に
三
日
待
機
し
た
。
九
月
九
日
土
曜
日
二
十
数
隻
の
船
団
が
編
成
さ

海
峡
で
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
撃
沈
さ
れ
、
船
客
六
百
十
六
人
の
大
半
が
海

没
し
て
い
る
。
新
聞
に
は
、
例
に
よ
っ
て
余
り
詳
し
く
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
国
民

に
は
衝
撃
で
あ
っ
た
。
内
海
迄
襲
っ
て
来
た
敵
の
大
胆
不
敵
さ
、
旺
勢
な
る
戦
闘
心
を

ほ褒
め
る
可
き
か
我
が
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

今
、
千
早
丸
は
海
中
に
没
し
様
と
し
て
い
る
。
昨
年
に
し
て
前
記
の
事
実
が
あ
る
我

制
海
権
は
す
で
に
近
海
に
も
な
い
こ
と
が
残
念
乍
ら
認
め
ざ
る
を
得
な
い
情
況
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
気
の
毒
な
こ
と
よ
、
幾
千
の
兵
が
一
瞬
に
し
て
海
中
に
没
す
る
運
命
と

は
斯
し
も
可
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
。
船
団
は
忽
ち
隊
列
を
乱
し
て
朝
鮮
半
島
の
南
岸
に

退
避
し
た
。
南
朝
鮮
の
海
岸
は
湾
曲
が
あ
り
、
大
小
島
々
が
多
い
の
で
逃
避
に
は
恰
好

の
適
所
で
あ
る
。
島
影
か
ら
島
を
め
ぐ
っ
て
南
西
岸
の
木
浦
港
に
入
る
位
置
に
珍
島
と

い
う
余
り
大
き
く
な
い
島
が
あ
る
。
此
の
島
影
の
静
か
な
海
に
静
止
し
て
待
つ
の
か
、

帝
楓
丸
は
動
く
気
合
が
な
か
っ
た
。
対
岸
の
陸
地
の
樹
木
の
無
い
丸
坊
主
の
山
を
眺
め

て
い
る
と
、
故
国
の
緑
の
山
が
恋
し
く
、
苗
場
山
や
雲
取
山
や
思
い
出
が
尽
き
な
い
。

人
間
は
死
す
る
時
ま
で
修
業
だ
と
考
え
は
変
ら
な
い
が
、
今
か
ら
戦
地
に
征
く
我
が
身

に
ど
ん
な
試
練
が
待
っ
て
い
る
か
。
今
日
の
様
な
事
件
が
連
続
的
に
起
き
る
こ
と
は
覚

悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
没
法
子
（
メ
ン
ハ
ー
ズ
）
支
那
か
ら
帰
還
し
た
兵
士
か
ら
出
た

流
行
語
だ
が
、
此
の
言
葉
通
り
に
「
な
る
よ
う
に
な
る
さ
」
そ
ん
な
悟
り
と
も
取
れ
る

心
境
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
。
又
私
は
長
男
で
あ
り
次
男
は
支
那
戦
線
へ
、
三
男
は
学

生
で
長
男
次
男
三
男
現
役
予
備
後
備
と
居
る
の
で
、
案
外
家
の
事
は
心
配
は
無
く
、
妻

も
な
く
心
残
り
は
少
な
い
の
で
気
楽
で
あ
っ
た
。
其
の
安
ら
ぎ
が
運
命
を
変
え
て
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
す
で
に
南
太
平
洋
の
島
々
は
次
第
に
敵
米
の
手
中
に
収
め
ら
れ
た
。

漠
然
で
は
あ
る
が
日
本
海
軍
は
相
当
の
痛
手
を
受
け
て
い
る
と
思
は
せ
る
最
近
の
情
報

昨
年
（
昭
和
十
八
年
）
十
月
五
日
関
釜
連
絡
船
毘
裔
丸
（
七
、
九

0
0屯
）
が
朝
鮮

従軍の記録

立
し
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
。
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本
優
位
の
情
況
が
持
続
さ
れ
て
い
た
。

的
地
の
ル
ソ
ン
島
が
あ
る
舟
山
群
島
を
右
舷
に
見
て
南
へ
南
へ
と
下
る
。

あ
の
極
限
の
状
況
を
誰
が
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

で
あ
る
。
ル
ソ
ン
島
は
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ャ
ン
島
等
と
比
較
に
な
ら
ぬ
十
万
平
方
km
も

在
る
大
き
な
島
で
あ
る
。
最
後
の
最
後
ま
で
頑
張
れ
ば
な
ん
と
か
生
き
長
ら
え
る
こ
と

が
可
能
の
は
ず
だ
、
戦
地
を
知
ら
ぬ
者
の
考
え
と
し
て
は
当
然
で
あ
っ
た
。
上
陸
後
の

九
月
十
二
日
火
曜
日
夕
、
帝
楓
丸
は
静
か
に
珍
島
の
海
か
ら
大
海
に
再
び
船
団
を
組

ん
で
出
航
し
た
。
珍
島
を
出
た
船
団
は
、
南
西
に
進
路
を
取
っ
て
黄
海
の
入
口
の
辺
を

東
支
那
海
に
抜
け
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
儘
進
め
ば
大
陸
に
当
り
、
上
海
の
沖
舟
山
郡

島
を
右
に
見
て
南
に
下
る
真
南
に
進
路
を
取
っ
て
進
航
す
れ
ば
、
三
千
km
の
果
て
に
目

兵
の
給
与
は
一
日
二
回
で
而
も
玄
米
飯
に
一
汁
で
あ
る
。
ト
イ
レ
の
前
は
何
時
も
行

列
が
絶
え
な
か
っ
た
。
敵
の
敷
設
さ
れ
た
機
雷
原
に
突
込
み
船
団
一
斉
に
警
笛
を
吹
鳴

し
、
見
つ
け
た
機
雷
は
銃
撃
し
た
。
其
の
度
に
大
き
な
水
柱
が
上
っ
た
。
船
上
の
兵
隊

を
緊
張
さ
せ
た
が
無
事
舟
山
郡
島
沖
を
過
ぎ
進
路
を
真
南
に
取
っ
た
。
大
陸
の
沿
岸
か

ら
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
仏
印
、
マ
レ
ー
半
島
に
い
わ
ゆ
る
東
南
亜
細
亜
は
、
未
だ

日
本
の
制
海
制
空
権
が
確
保
さ
れ
て
い
た
が
、
敵
の
潜
水
艦
は
時
折
出
没
し
て
い
た
而

し
、
此
の
時
よ
り
僅
か
数
日
後
、
即
ち
昭
和
十
九
年
十
月
九
日
台
湾
沖
航
空
戦
ま
で
日

十
月
に
入
る
と
此
の
方
面
に
も
活
発
に
米
軍
は
航
空
機
に
よ
り
爆
撃
を
繰
返
し
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
略
の
陽
動
作
戦
を
行
い
、
大
艦
隊
接
近
の
印
象
を
日
本
に
与
え
る
目
的

を
達
成
す
る
。
我
が
帝
楓
丸
が
米
軍
の
こ
れ
ら
作
戦
の
実
行
数
日
前
に
運
良
く
航
行
し

た
こ
と
は
武
運
強
か
っ
た
と
云
へ
る
（
レ
イ
テ
上
陸
陽
動
作
戦
）
。
九
月
十
八
日
月
曜

日
、
台
湾
高
雄
港
に
入
る
。
珍
島
を
出
て
六
日
目
、
六
連
島
出
航
し
て
九
日
目
で
あ
る
。

高
雄
港
は
台
湾
西
岸
に
位
い
し
た
天
然
の
良
港
で
（
実
は
埋
め
立
て
た
）
、
台
湾
第

一
の
設
備
を
有
す
る
。
当
時
は
日
本
軍
南
方
進
出
の
中
心
港
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
活

昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日
土
曜
旦
両
雄
港
を
出
港
す
。
次
の
船
団
に
組
入
れ
た
帝
楓

丸
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
し
て
も
古
い
建
造
船
で
船
足
が
遅
い
の
で
台
湾
南
端
を
通
航

普
通
貨
物
船
の
速
度
は
十
三
、
三
ノ
ッ
ト
で
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
時
船
リ
。
ハ
ラ
イ
船
で

も
最
高
十
ニ
ノ
ッ
ト
だ
か
ら
、
此
の
時
の
帝
楓
丸
の
速
度
は
お
そ
ら
く
最
高
十
ノ
ッ
ト

高
雄
か
ら
ア
。
ハ
リ
ま
で
約
五

0
0キ
ロ
余
と
近
い
が
、
問
題
の
バ
シ
ー
海
峡
を
無
事

に
越
を
る
こ
と
が
出
来
る
か
？
甚
だ
不
安
で
あ
っ
た
。
敵
の
潜
水
艦
の
最
も
活
躍
し
て

い
る
の
が
バ
シ
ー
海
峡
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
船
員
達
も
兵
も
バ
シ
ー
海
峡
を
無
事

位
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

す
る
頃
は
単
船
同
様
で
あ
っ
た
。

身
体
は
驚
く
程
の
早
さ
で
体
力
を
戻
し
た
。

況
を
呈
し
て
い
た
。
台
湾
人
が
カ
ヌ
ー
と
い
う
中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
に
似
た
紬
先
が
嘴
の

恰
好
を
し
た
船
に
、
新
鮮
な
バ
ナ
ナ
や
ザ
ボ
ン
を
山
と
積
ん
で
売
り
に
来
る
の
が
珍
し

か
っ
た
。
帝
楓
丸
が
横
付
け
に
な
っ
た
岸
壁
の
真
向
い
に
爆
撃
さ
れ
た
倉
庫
が
あ
っ
た
。

南
京
袋
に
積
ま
っ
た
砂
糖
が
ま
だ
煙
を
出
し
て
く
す
ぶ
っ
て
い
た
。
抜
目
の
な
い
兵
達

は
い
ち
早
く
之
を
見
付
け
て
、
其
の
良
い
処
を
靴
下
の
中
に
入
れ
て
か
す
め
て
来
た
。

内
地
で
は
砂
糖
も
配
給
で
家
庭
で
求
め
ら
れ
る
の
は
極
め
て
少
な
い
。
有
る
処
に
は
有

る
も
の
よ
と
感
心
し
な
が
ら
、
東
京
の
お
袋
に
靴
下
一
本
分
で
も
送
る
こ
と
が
出
来
た

ら
と
思
っ
た
の
は
当
然
の
考
え
で
あ
っ
た
。
ザ
ボ
ン
壱
円
も
出
す
と
籠
一
杯
買
え
た
の

で
当
惑
す
る
程
だ
。
九
月
二
十
日
船
団
と
共
に
高
雄
を
出
航
し
た
帝
楓
丸
は
、
バ
シ
ー

海
峡
を
未
だ
見
ぬ
台
湾
の
南
端
辺
ま
で
進
ん
で
単
船
で

U
タ
ー
ン
、
船
団
か
ら
脱
離
し

て
再
び
高
雄
港
に
戻
っ
た
。
機
関
の
故
障
に
依
る
と
訊
い
た
。
停
止
し
て
い
る
船
の
上

で
は
十
日
余
の
狭
い
船
室
、
そ
し
て
粗
食
の
為
体
力
低
下
の
兵
達
は
食
う
こ
と
に
専
念

し
、
バ
ナ
ナ
、
ザ
ボ
ン
類
は
こ
れ
を
満
し
て
呉
れ
た
。
船
か
ら
抜
け
出
し
て
民
間
人
の

処
へ
出
向
く
事
も
出
来
た
。
各
々
体
力
の
回
復
に
心
掛
け
食
べ
て
寝
て
暮
し
た
。
若
い
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渡
れ
ば
任
務
の
遂
行
は
成
就
し
た
も
同
然
と
し
て
い
た
。
そ
れ
程
に
恐
怖
の
バ
シ
ー
海

峡
を
単
船
同
様
で
航
行
す
る
こ
と
に
不
安
が
募
っ
た
。
此
の
頃
で
あ
る
比
島
東
方
海
上

に
台
風
が
発
生
し
て
い
た
。
此
の
水
域
に
在
る
潜
水
艦
に
対
し
て
、
警
戒
の
退
避
を
米

軍
の
情
報
部
か
ら
無
電
で
発
信
さ
れ
て
い
た
。
而
も
帝
楓
丸
が
バ
シ
ー
海
峡
に
入
る
頃

に
夜
と
な
っ
た
。
曇
り
空
で
月
が
で
な
い
(
+
三
夜
）
浪
が
荒
れ
始
め
て
い
た
。
兵
達

は
運
を
天
に
ま
か
せ
て
居
眠
り
を
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
台
湾
南
端
岬
ー
バ
タ
ー
諸
島

間
い
わ
ゆ
る
バ
シ
ー
海
峡
は
約
二

0
0キ
ロ
帝
楓
丸
の
速
度
で
も
夜
明
け
に
は
海
峡
を

通
過
出
来
る
と
船
長
は
計
算
済
み
で
あ
る
。
遂
に
バ
シ
ー
海
峡
を
何
事
も
な
く
過
ぎ
て

昭
和
十
九
年
十
月
二
日
夕
刻
、
ル
ソ
ン
島
北
岸
ア
。
ハ
リ
港
外
に
着
く
。
五
日
の
朝
に

は
海
上
も
幾
分
静
か
に
お
さ
ま
っ
た
の
で
、
船
は
ア
。
ハ
リ
港
に
返
っ
て
積
荷
を
伝
馬
船

に
積
替
え
て
下
し
た
。
浪
が
ま
だ
高
く
苦
難
の
中
に
作
業
が
行
わ
れ
た
の
で
進
展
せ
ず

費
や
さ
れ
た
。
港
と
い
っ
て
も
全
く
設
備
の
な
い
港
で
、
防
波
堤
も
岸
壁
も
無
く
た
だ

の
砂
浜
に
桟
橋
が
突
出
て
い
る
だ
け
で
、
内
地
の
漁
港
で
も
こ
れ
よ
り
設
備
が
良
い
と

思
っ
た
。
ア
。
ハ
リ
下
船
部
隊
が
一
人
づ
つ
ネ
ッ
ト
梯
子
を
降
り
て
い
っ
た
。
帝
楓
丸
の

下
に
は
伝
馬
船
が
横
付
け
さ
れ
て
い
た
が
、
絶
え
ず
波
の
為
に
大
小
の
船
の
間
は
離
れ

た
り
、
接
着
を
繰
返
し
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
。
突
然
事
故
あ
り
、

一
名
の
兵
が
重
装

備
の
ま
ま
船
の
間
の
海
中
に
沈
ん
で
行
っ
た
。
な
ん
た
る
不
運
哀
れ
で
あ
っ
た
。
下
船

早
速
中
止
し
た
。
帝
楓
丸
は
午
後
二
時
頃
先
の
船
団
を
追
航
す
る
形
で
、
単
船
で
初
期

の
目
的
地
で
あ
る
マ
ニ
ラ
に
向
け
て
出
航
し
た
。
台
風
解
除
の
通
知
索
敵
を
続
け
て
い

る
米
潜
水
艦
の
在
る
こ
と
も
露
知
ら
ず
、
北
海
岸
を
西
に
沿
っ
て
ル
ソ
ン
島
を
辿
る
べ

く
南
支
那
海
に
向
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
諸
島
七
千
有
余
の
中
で
最
大
の
島
、
ル
ソ

ン
島
は
青
く
青
く
緑
の
島
に
何
が
待
つ
の
か
、
夢
は
途
方
も
な
く
展
開
し
て
、
兵
役
に

至
る
身
を
忘
却
す
る
程
に
ひ
た
た
る
緑
の
蒼
さ
に
兵
達
は
陶
酔
し
た
。
そ
れ
程
比
島
の

バ
タ
ン
諸
島
の
見
え
る
水
域
に
入
っ
た
の
は
十
月
一
日
の
朝
で
あ
っ
た
。

緑
は
蒼
か
っ
た
。
船
上
か
ら
望
む
比
島
。
美
し
さ
は
此
の
一
語
に
尽
き
る
。

＼ 
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